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「海洋教育プログラム」小学校学習指導案例 [5] 

小学校第 6 学年 社会科学習指導案 
 
 

小単元：天皇中心の国づくり(配当 7 時間) 

聖武天皇と遣唐使船（6/7） 

 

 

 

◆目標    

 ■聖徳太子の行った国づくり、大陸文化の摂取、大化の改新、大仏造営にかかわる人物の働きや代

表的な文化遺産を通して、天皇中心の政治が確立されていった過程が分かるとともに、それらに

かかわる人物の願いや働き、代表的な文化遺産の意味を考えようとする。 

□聖徳太子の行った国づくりや隋とのつながり、大化の改新、聖武天皇が世の中を安定させようと

したことなど大仏造営にかかわる人物の働き、代表的な文化遺産などから学習問題を見いだし、

文化財、地図や年表、その他の資料を活用して調べてきたことをまとめるとともに、天皇中心の

政治が確立されていった過程、それにかかわる人物の願いや働き、代表的な文化遺産の意味につ

いて思考・判断したことを適切に表現する。 

◆評価規準   

○社会的事象への関心・意欲・態度   

①聖徳太子の行った国づくり、大陸文化の摂取、大化の改新、大仏造営にかかわる人物の働きや

代表的な文化遺産に関心をもち、進んで調べようとしている。 

②天皇中心の政治が確立されてきたことに対して、事実や事象を関連づけ、調べようとしている。 

     ○社会的な思考・判断・表現  

① 天皇中心の政治を確立するために、聖徳太子、中大兄皇子、聖武天皇がどのような政治を行っ

たのかについて、学習問題や予想、学習計画を考え、表現する。 

② 聖徳太子の国づくりや大仏造営と大陸文化の摂取とを関連づけたり総合したりして、天皇中心

の国づくりへの願いや働き、代表的な文化遺産の意味を考え、適切に言語などに表現している。 

     ○観察・資料活用の技能  

①文化財、その他の資料を活用して、世の中のできごとと、それにかかわる聖徳太子や聖武天皇

などの働きや代表的な文化遺産について、必要な情報を集め、読み取っている。 

②調べたことを白地図や年表、作品やノートなどにまとめている。 

○社会的事象についての知識・理解 

 ①聖徳太子の国づくりは、中大兄皇子や中臣鎌足によって受け継がれ、聖武天皇のころには、天

皇を中心とし、仏教の力を借りた政治の仕組みが確立されたことが分かっている。  

②聖徳太子や聖武天皇は新しい国づくりのために大陸との交流を進め、大陸文化などを積極的に

取り入れていたことが分かっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この単元では、７時間扱いのうちの６時間目に、遣唐使たちが

命がけで海を渡ったことに関連させて、遣唐使船の造りや航海技

術の観点からそれらのことが理解できるよう、資料を少し付け加

えました。 

時間数を増やすことなく指導できるよう、工夫しています。 
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◆指導・評価計画（各時間） 

 

 本時のめあて ○おもな学習活動  ・内容 ◆指導上の留意点 ☆評価計画 

学
習
問
題
を
つ
か
む 

➊法隆寺と聖徳太
子 

p.26～27 
 
 

 
 

○昭和の大修理の様子の写真や現在の写真、
宮大工の西岡常一さんの話などを基に、法
隆寺について調べる。 

・法隆寺は1300年以上前に聖徳太子によって
建てられた、現存する世界最古の木造建築
で、世界文化遺産に登録されている。 

・多くの人の努力によって今に残っている。 
〇法隆寺を建てた聖徳太子が行ったことに

ついて調べ、その内容や目的について関心
をもつ。 

・天皇中心の国づくりを行った。 
・冠位十二階を定め、能力や功績で役人を取

り立てた。 
・十七条の憲法を定め、政治を行う役人の心

構えを示した。 
・仏教を人々の間に広めようとした。 
 

◆資料から法隆寺
の歴史的な価値
について気づか
せる。 

◆法隆寺の修理に
関するエピソー
ドを通して、西岡
常一さんの思い
や願いにふれさ
せる。 

◆聖徳太子はどの
ような国づくり
を目指したのか
を考えさせ、その
業績に興味をも
たせる。 

☆〈関意態①〉 
法隆寺や聖徳太子

の業績に関心をも
ち、進んで調べよう
としている。 
 
 

☆〈知理①〉 
聖徳太子は、冠位

十二階や十七条の憲
法などを制定し、天
皇中心の国づくりを
進めたことが分かっ
ている。 

➋聖徳太子の国づ
くり  

p.28～29 
 

 
 

○聖徳太子の国づくりについて整理してま
とめ、隋（中国）とのかかわりなどについ
て、分かったことや疑問に思ったことを話
し合い、学習問題をつくる。 

・聖徳太子は、進んだ制度や学問が必要だと
考え、小野妹子らを遣隋使として隋（中国）
に送った。 

○学習問題について予想し、学習計画を立て
る。 

・調べることをまとめて、ノートに書き出す。 
・自分の予想をノートに書く。 
・学習計画を立てる。 
 

◆年表から、聖徳太
子が行ったこと、
聖徳太子の後、ど
のようなことが
あったかを知り、
調べることに見
通しをもたせる。 

◆p.29 の「学習計画
を立てよう」をヒ
ントに、実際にど
のように調べて
いったらよいか、
調べる項目を立
て、計画を立てさ
せる。 

☆〈技能①〉 
聖徳太子が行っ

たことや大陸との
交流について調べ、
資料から読み取っ
ている。 
☆〈思判表①〉 
聖徳太子の国づ

くりについて整理
し、学習問題を考え
ている。 

聖徳太子は、冠位十二階や十七条の憲

法を定め、法隆寺などを建てて、仏教の

教えを広めようとした。➊ 

 

世界文化遺

産の法隆寺を

建てた聖徳太

子は、どのよう

な世の中をつ

くろうとした

のでしょうか。 

（1時間) 

聖徳太子の

国づくりにつ

いて整理して

学習問題をつ

くり年表も活

用して学習計

画 を 立 て ま

しょう。 

（1時間) 

学習問題 聖徳太子がめざした天皇中心の国づくりは、だれが、どのように 
受けついでいったのでしょうか。 
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調
べ
る 

➌大化の改新と天
皇の力の広がり 

p.30～31 
 
 

○聖徳太子の死後、天皇中心の政治がどのよ
うに進められたのか調べる。 

・天皇をしのぐほどの勢力があった蘇我氏を
中大兄皇子と中臣鎌足が倒した。 

・大化の改新によって中国を手本にした政治
の仕組みがつくられた。 

○国を治めるためにどのような法律がつく
られ、物の流通があったかについて調べ
る。 

・国を治めるための法律（律令）ができ、租・
調・庸といった税を治めることや、兵役の
義務が人々に課された。 

・都には日本各地から産物が運ばれたこと
を、木簡から読み取る。 

 

◆大化の改新につ
いて分かったこ
と、律令制度につ
い て の 要 点 を
ノートなどにま
とめさせる。 

◆藤原京や大化の
改新が起こった
場所などを地図
で確認させる。 

☆〈技能②〉 
天皇中心の国づ

くりを進めた中大
兄皇子と中臣鎌足
の業績や税につい
て、資料を活用して
調べ、ノートにまと
めている。 
 

☆〈関意態〉 
天皇中心の政治

が確立されていく
ことについて、進ん
で調べようとして
いる。 
 

➍仏教の力で国を
治める 

 p.32～33 
 

 

○都のにぎわいとそれを支える地方の人々
のくらしについて調べる。 

・中国の都にならってつくられた平城京。 
・平城京には役所が設けられ、多くの役人が

働いていた。 
・都のにぎわいを支える地方の人々の生活
は、重い税の負担で厳しいものだった。 

 
○聖武天皇が行った政治について、年表など
を見て話し合う。 

・政治の安定を求め、たびたび都を移してい
る。 

・聖武天皇は国ごとに国分寺を建てた。 
・東大寺に大仏をつくる詔を出した。 
 
 

◆にぎやかな都を
支えるために、地
方の人々が重い
税で苦しんでい
ることを、前時に
扱った律令制度
と関連づけて考
えさせる。 

 
◆聖武天皇の時代、
社会に不安が広
がっていったこ
とを年表などか
ら読み取らせる。 

 
 

☆〈知理①〉 
 聖武天皇が国分寺
を建立したり、奈良
に大仏をつくらせた
りして、仏教の力で
国を治めようとした
ことを分かってい
る。 

聖徳太子の

死後、だれが、

どのような国

づくりを進め

たのでしょう

か。 

（1時間) 

中大兄皇子と中臣鎌足は、蘇我氏を倒

し（大化の改新）、天皇を中心とする国

づくりを進めた。国を治めるための律令

もできあがり、都には日本各地から多く

の産物が運ばれた。➌ 

聖武天皇は、

どのようにし

て世の中を治

めようとした

のでしょうか。 

（1時間) 

重い税の負担や災害によって人々の間

に不安が広がる中、聖武天皇は政治を安

定させるために都を移したり、仏教の力

で社会の不安をしずめて国を治めようと

願い、国分寺を建てたりした。➍ 
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聖武天皇は、
どのような目
的で大陸との
交流を行い、日
本は、どのよう
なことを学ん
だのでしょう
か。 

（1時間) 

➎全国から集めら
れた人々が大仏
をつくる 

p.34～35 
 
 
 

○聖武天皇は、どうしてこのような大きな大
仏をつくったのか、聖武天皇の詔を基に話
し合う。 

・人々とともに仏の世界に近づこうとした。 
・一人ひとりの力を集め、みんなで大仏をつ

くることが平和につながる。 
・国中の力を集める。 
 
〇大仏づくりに協力した行基の働きや、大仏

づくりにかかわった人々について調べる。 
・行基は、人々のために橋や道をつくりなが

ら仏教を広めていたので、「菩薩」とよば
れていた。 

・すぐれた技術をもつ渡来人も大仏づくりに
活躍した。 

 
 
 
 
 
 

◆大仏づくりのた
めに全国から人
や物資が集めら
れたこと、大仏の
つくられた東大
寺は全国の国分
寺の中心であっ
たことなどから、
新しい国の政治
が都から全国に
及んだことに気
づかせる。 

☆〈知理①〉 
天 皇 の 命 令 に

よって、全国から
人々や物資が集め
られ、大仏がつくら
れたことが分かる。 
 
☆〈技能②〉 

大仏づくりにつ
いて、資料や教科書
から調べたことを
ノートにまとめる。 

 

➏大陸の文化を学
ぶ   

p.36～37 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

〇現在の客船が大型で快適であることと比
べ、遣唐使たちが使った遣唐使船は遭難す
ることが多かった理由を話し合う。 

・遣唐使船は木造の帆船で風が吹かなければ
進めないから。 

・エンジンがないため、台風など海が荒れた
らどこに流されるか分からないから。 

◆遣唐使船と現在
の客船の造りや
航海技術を比べ、
遣唐使が命がけ
だった理由を理
解させたい。 

 
 
 
 
 

 

〇遣唐使、留学生、鑑真などの働きについて
調べる。 

・遣唐使たちは、危険を乗り越え大陸へ渡っ
た。 

・聖武天皇の願いを受けた鑑真は、何回も渡
航に失敗しながらも来日した。 

・鑑真は、仏教の教えだけでなく唐招提寺を
建てたり、薬草の知識を広めたりした。 

 
○聖武天皇が大陸との交流を進めた理由に
ついて話し合う。 

・進んだ文化を取り入れ、よりよい国づくり
を進めようとした。 

・日本に正式の仏教を広めようとした。 
 
 
 
 
 
 

◆遣唐使たちが危
険を冒しても大
陸へ渡った目的
に気付かせる。 

◆教科書の「鑑真の
来日」から、鑑真
の果たした役割
について話し合
わせたい。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
☆〈知理②〉 

聖武天皇が遣唐
使や渡来人などを
通して大陸の優れ
た文化を取り入れ
国づくりに役立て
たことが分かって
いる。 

 

大仏は、全国の国分寺の中心である東

大寺に置かれ、のべ 260 万人の人々の力

によって、752 年に完成した。➎ 

聖武天皇は、新しい国づくりを行うた

めに中国（唐）へ使者を送ったり、すぐ

れた僧を招いたりした。➏ 

聖武天皇は、
どのような目的
で大仏づくりを
行い、それは、
どのように進め
られたのでしょ
うか。 

（1時間) 

青色の部分が、海上輸送に関連する内容です。 

この単元では、６時間目の「遣唐使」と関連させることで、無理

なく、遣唐使船の造りなどに目を向けさせることができます。 

 ６時間目の詳しい流れは、６ページにある「本時の指導案」をご

覧ください。 

Copyright c 2008 kids.wanpug all rights 
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ま
と
め
る 

➐まとめる 
p.38 

 

○本小単元の「調べる」で調べてきたことを
整理して、新聞にまとめる。 

〈大化の改新〉蘇我氏を倒し天皇中心の新し
い国づくりを始めた。 

〈新しい都〉律令制度と重い税によって支え
られた都のにぎわい 

〈大仏開眼〉国中の力を集めてつくられた大
仏 

〈大陸文化〉遣唐使や留学生を通して、大陸
から文化や技術を学んだ。 

 
○学習を通して考えたことを社説に書く。 
・聖武天皇は、仏教の力で国を治めようとし

た。 
・進んだ文化を取り入れ、よりよい国づくり

を進めた。 
 
 

◆今まで調べてき
たことを項目ご
とに整理し、それ
ぞれにかかわっ
た人々や具体的
に行われてきた
ことを、「まなび
方コーナー」の
「新聞をつくる」
の 手 順 に し た
がって新聞にま
とめることがで
きるようにする。 

☆〈思判表②〉 
今まで調べたこ

とを比較したり、関
連づけたり総合し
たりして、天皇中心
の国づくりがどの
ように行われてき
たか、表現してい
る。 
 
 
☆〈技能②〉 
聖徳太子や聖武

天皇の政治、代表的
な文化遺産などに
ついて必要な情報
を集め、読み取って
いる。 
 

ひ
ろ
げ
る 

■よみがえる古代
の迎賓館 

 p.39 
 

 

○中国や朝鮮との外交が盛んになり、使者を
もてなす施設がつくられたことについて
調べる。 

・中国や朝鮮に近い九州の福岡には、外国か
らの使者を迎えたり、遣唐使が出発などの
準備をしたりする施設として鴻臚館が
あった。 

・1926年に中山平次郎がその存在を唱え、
1987年に遺構が発掘された。 

◆九州の福岡は、当
時の外交の拠点
であったこと。 

☆〈関意態〉 
外国の使者をも

てなす施設の遺跡
などについて、進ん
で調べようとして
いる。 

 

  

学習問題に
ついて調べて
きたことを項
目ごとに整理
して新聞には
り、社説に自分
の考えを書い
て完成させよ
う。 

（1時間) 

聖徳太子が目指した天皇中心の国づ

くりは、中大兄皇子や中臣鎌足によって

受けつがれ、聖武天皇のころには、仏教

や大陸文化を取り入れた天皇中心の政

治の仕組みが確立された。➐ 

※東京書籍教科書平成２７年度用『新編 新しい社会』６年上単元指導計画より 
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◆本時指導案 聖武天皇と遣唐使（6/7） 

 

（１）ねらい 

聖武天皇は、新しい国づくりをするために、遣唐使や渡来人などを通して、大陸の文化を取り入れようとし

たことことを調べる。 

（２）展開   

過程 ○学習活動  ・学習内容 ◎資料  ◆指導上の留意点 

 

 

 

導 

 

入 

〇現在の客船は大型で安全に航海できる造りになってい

ることを、資料を基に確かめる。 

・大型で頑丈に造られていて、快適そうだ。 

○聖武天皇が送った遣唐使たちが使った遣唐使船は遭難

することが多かった理由を、資料を基に話し合う。 

・遣唐使船は木造の帆船なので、風が吹かなければ進め

ないからではないか。 

・エンジンがないため、台風などで海が荒れたらどこに

流されるか分からないからではないか。 

◎写真「現在の客船の様子」 

資料 1 「ぼくとわたしのシップガイド」よ

り「客船」 

その他 例 日本外航客船協会 

http://www.jopa.or.jp/ships/ships.html 

 

◎写真「遣唐使船」資料2 

◆現在の客船の造りなどと比べ、遣唐使船が

遭難しやすかった理由を考えさせたい。 

 〇遣唐使たちが危険を乗り越え大陸へ渡った理由を話し

合う。 

・命を懸けてでも中国で学びたいことがあったのではな

いか。 

 

 

 

◎図「遣唐使船の推定航路」資料 3 

 

 

 

 

展 

 

開 

〇遣唐使、留学生、鑑真などの働きについて調べる。 

・遣唐使は１回約500人で、15回派遣された。 

・一隻に120人から150人が乗り、４隻で航海した。 

・風が吹かないと１年も待たされることもあった。 

・聖武天皇は、皇帝中心の中国の政治の仕組みを日本の

新しい国づくりに役立てようと遣唐使を派遣した。 

・正式な仏教を広めたい聖武天皇の願いを受けた鑑真は、

何回も渡航に失敗しながらも来日した。 

・鑑真は、仏教の教えだけでなく、唐招提寺を建てたり、

薬草の知識を広めたりした。 

・留学生は中国の進んだ政治の仕組みや文化を日本に伝

えた。 

・遣唐使を通して中国や朝鮮半島から優れた学者や技術

者が来日し、日本に優れた文化や技術が伝えられた。 

・西アジアなどの遠いところから伝わった琵琶や器など

が日本にもたらされ、正倉院に宝物として保管されて

いる。 

○聖武天皇が大陸との交流を進めた理由を話し合う。 

・中国の進んだ政治の仕組みや文化を取り入れ、よりよ

い国づくりを進めようとした。 

・日本に正式の仏教を広めようとした。 

 

 

 

 

 

 

◎教科書や資料集で、写真を提示する 

・写真「鑑真和上」 

・写真「唐招提寺」 

 

 

 

 

 

・写真「正倉院の宝物」 

・写真「大極殿」資料 4 

ま

と

め 

〇本時の学習をまとめる。 

・聖武天皇は、中国の進んだ政治の仕組みや文化を学び

よりよい日本の国づくりのために、遣唐使を派遣した。 

・遣唐使を通して、中国や朝鮮半島から優れた技術や文

化が運ばれ、日本に伝えられた。 

 

◆日本の歴史において遣唐使が果たした役割

について考えさせるようにする。 

聖武天皇は、どのような目的で遣唐使を送り、どのようなことを学んだのか調べよう。 
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資料1 現在の客船の様子 

 

 

日本海事広報協会「ぼくとわたしのシップガイド」p.13～14 
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資料2 遣唐使船 

 

 

 

資料3 遣唐使船の航路 

 

「遣唐使の推定経路」 

小学館 『日本大百科全書（ニッポニカ）』「遣唐使」より 
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資料4 復元された平城宮最大の宮殿「大極殿」 

 

平城宮跡歴史公園 ホームページより 

https://www.heijo-park.go.jp/area/daigokuden/daigokuden_midokoro/#midokoro01 

 


